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１． 目的 

 本研究では、陸上競技の種目間における MCT-ジ

ャンプテストによるばね特性の違いを明らかにする

ことを目的とした。 

 

２． 研究方法 

１） 対象者 

 大学陸上競技部所属の男性競技者47名（短距離、

中距離、長距離、跳躍、投擲、混成）とした。 

２） 実験試技 

 MCT-ジャンプテスト（梶谷ほか、2018）を用い

た。被験者には腰に手を当てた状態で高さ 30cmの

台から跳び降り、再び高く跳び上がるジャンプを 15

回程度実施させた。跳び降りた際の反動動作時間（接

地時間）をランダムに変化させ、それぞれの跳躍高

を測定した。 

３） 算出項目および統計処理 

 接地時間（s）と滞空時間（s）をフォースプレー

トにより算出し、跳躍高（m）を滞空時間から求め

た。競技者のタイプ分けではクラスター分析を行っ

た。先行研究（梶谷ほか、2018）に倣って最大跳躍

高を獲得した際の反動動作時間を最適反動動作時間

と定義した。 

 

３． 結果と考察 

１） 最適反動動作時間 

 図 1は、最適反動動作時間における被験者の分布

を示したものである。全被験者のおよそ 80%が最適

反動動作時間が 0.7秒以上であった。 

 

図 1 最適反動動作時間における被験者の分布 

２） 競技者のタイプ分け 

 図 2は、最大跳躍高と最適反動動作時間を指標に

クラスター分析を行った結果を示したものである。

被験者はタイプ1からタイプ5までの5つに分類さ

れ、最大跳躍高が高く最適反動動作時間が長いタイ

プ1には短距離および跳躍選手が多く含まれていた。

また、長距離選手の多くは最大跳躍高が低いタイプ

3 またはタイプ 4に分類され、最適反動動作時間が

最も短いタイプ4については該当する4名全員が長

距離選手であった。 

 

図 2 クラスター分析によるタイプ分け 

 

４． 結論 

 本研究では、長い最適反動動作時間の者が多かっ

た。短距離および跳躍選手は長い反動動作時間での

ジャンプにおいて最大跳躍高を獲得した。また、そ

の際の跳躍高は高かった。長距離選手は最大跳躍高

が低く、最適反動動作時間が短い者と長い者とに分

かれた。以上の結果から、MCT-ジャンプテストに

よって陸上競技種目別のばね特性を明らかにできる

可能性が示唆された。 
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